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新潟市立小須戸中学校 令和４年

７月２２日発行

○4月からの3ヶ月間、たくさんの行事がありました！

☆ ☆ KWD（小須戸ウォーキングデイ）

班ごとに地域を歩きました。

☆1年生チャレンジ１　矢代田、小須戸町屋を歩きました。 ☆美術部作成　生徒会スローガン

4月7日＜入学式＞
66名の1年生を迎
えて、令和4年度の
小須戸中学校が始
まりました。制服
も大きく感じます
ね。

知性　創造
自主　協同学校だより

合計 219名

1学年66名

2学年76名

3学年77名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟市立小須戸中学校長　南　昌弘
　令和4年度の三分の一が終わります。これまでの当校の教育活動に温かなご理解とご支援を賜り、
この場をお借りし厚く御礼申し上げます。
　さて、いよいよ夏休みが始まります。学年や立場によっては「意味合い」がそれぞれ異なってくる夏休
みですが、生徒に望むことは次の３点です。（全校生徒にも話してあります。）
　　①自分の成長を自覚する。…何ができるようになったか　どんな変化があったか
　　②自分の課題と解決の方策を自覚する。…目指す自分になるために何が必要か
　　③けが・事故のない夏休みを実現させる。…最重要です
　この３つはどれも大切ですが、独力では難しいのが①②です。大人でも自身を客観的に理解し、分
析するのは難しいのかもしれません。しかしながら、生徒たちには物事を客観的にとらえる力（メタ認知
能力）を身に付けてほしいと願っています。小須戸中学校でも授業のまとめと振り返りを大切にしてい
ます。これは、生徒のメタ認知能力を向上させるための一環です。メタ認知能力の向上が、生徒の
自己調整能力につながり、人間関係調整能力にもつながります。
　約１ヶ月間、大切なお子さんたちをいったん各ご家庭にお返しします。ぜひ、独力では難しい①②を
ご家族からもご支援いただきたいと願っています。目標をもつ人間はしなやかで強いです。生徒それぞ
れが「目指す自分」を実現できるよう小須戸中学校職員一同、今後も邁進いたしますので変わらぬご
理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。



☆2年生総合発表会 ☆生徒総会　議題と質疑応答、承認で今年度の生徒会がスタートです。

☆激励会　

☆人権講演会 結果はHPに掲載しています

ありのまま受け取るのが大事

金子クレア先生

☆3年生進路説明会 ☆体育祭

公立・私立高校から来ていただきました。 軍団カラー抽選会 決定！今年度は

＜30日以上ある夏休みが始まります＞

※※※保護者面談で問い合わせがありましたので、お答えします※※※

赤 青

3年１組

○年度初めに体育の授業で生徒にはプリントを配布しておりました、プール小屋の老朽化によるプー

ルの授業の中止（例年授業有り）について保護者への連絡がなく、ご迷惑をおかけしました。

○これまで令和5年度に向けて、制服はズボン（スラックス）、スカートのどちらも着用可能の方向で

検討をして参りました。この度、基本的方針が整いましたので、夏休み明けから、ズボン（スラック

ス）、スカートのどちらを着用しても構いません。検討スケジュールの周知が不十分で申し訳ありま

せんでした。秋の「衣替え」の文書にで改めてご案内いたします。

3年2組

2年A 2年B

1年2組 1年1組

夏休みの生活表も配布してありますが、⾧い休日になります。ある資料で、平日と休日の睡眠する時

刻が2時間以上ずれると、身体のリズムは崩れるとのデータがありました。生活のリズムが崩れると、

元に戻すのは大変で、体調を崩しやすくなります。1年生、2年生、3年生ならではの貴重な夏休み、有

意義に過ごしてほしいと思います。夏休み明けにいい顔で登校してほしいと願っています。


